
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
みんなで応援しよう！ 家庭教育！ 

第９号 R８.２.17 

《新規締結企業の紹介》 石狩管内発 

北関電気工事株式会社 （ほっかんでんきこうじかぶしきがいしゃ） 

令和７年（２０２５年）１２月９日に、北関電気工事株式会

社（野中代表取締役社長）と北海道家庭教育サポート企業

等制度の協定を締結しました。今回の締結で石狩管内の

締結企業・団体は 339者となりました。 

北関電気工事株式会社では、以前から札幌琴似工業高等学校のインタ

ーンシップを受け入れており、今年度から札幌工業高等学校のインター

ンシップの受け入れも始めました。施工管理や電設資材についての講

義、現場見学や VR 機器を用いた安全教育、電気工事技能大会をイメー

ジした実習のほか、学校ではなかなか扱わない機械を用いた作業体験

など、多岐にわたるプログラムを提供し、次世代の人材育成に貢献して

います。 

また、新入学期の４月に合わせ、会社近隣の札幌市立桑園小学校周辺

の清掃活動を行うほか、鴨々川河川美化活動への参加、福祉除雪など、

地域貢献を大切にしています。 

従業員へは、学校行事への積極的な参加の奨励や、「道民家庭の日」

に家族団らんの呼びかけを行うなど家庭生活の充実を目指しています。 

＜締結式＞ 
左：野中代表取締役社長 右：行徳局長 

＜インターンシップ＞ 

《道立青少年体験活動支援施設ネイパルの紹介》 

ネイパルで絆づくり！社内研修や交流会でネイパルを利用しませんか？ 

道内６か所（砂川・深川・森・北見・足寄・厚岸）ある北海道立青少年体験活動支援施設（通称ネイパル）では、地域

の自然や特色を活かした体験活動プログラムを提供しています。  

ネイパルは、宿泊室や体育館、研修室などの設備が整っており、学校の宿泊研修や部活動、少年団活動などの

合宿での利用以外にも、社内研修や職員間、ご家族同士の交流会などでご利用いただけます。 

十勝管内足寄町にあるネイパル足寄では、多くの企業・団体の皆様に、新入社

員研修やキャリアアップ研修、業務打合せなどの場として利用いただき、これま

で、企業独自の研修プログラム・ワークショップなど、研修室を活用した日帰り研

修のほか、宿泊を伴う集中型研修が実施されています。 

また、ネイパル足寄職員のサポートによる、職員間の対話を促進するコミュニ

ケーショントレーニング、体を動かす運動プログラムや陶芸等の創作活動などが

体験できるため、レクリエーションや研修終了後の交流会など、親睦を深める場

としても活用いただいています。 

職場のチームワーク力の向上や職員の主体性の育成の場として、ぜひネイパルをご利用

ください。詳しくは、各施設のホームページをご覧ください。 

★ネイパルのホームページはこちらから 

＜URL＞https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/seisyounensisetu.html     ＜二次元コード＞ 

＜ワークショップの様子＞ 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/seisyounensisetu.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発行元】北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課 

電話 ：011－204－5994 

メール：kyoiku.seigaku1@pref.hokkaido.lg.jp 

ＨＰ ：https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/support-kigyo.html 

《後志社会教育主事会の取組》 後志管内発 

後志社会教育主事会の研究「コミュニティ・スクールの充実と地学協働の推進」 

昭和40年に設立された後志社会教育主事会は、後志管内

全体の社会教育の充実を目的として活動をしています。 

令和５年度から「持続可能な社会に向け、地域の可能性を

引き出す学びをつくる社会教育の在り方」を研究主題に「コミ

ュニティ・スクールの充実と地学協働の推進」について研究を

進め、管内市町村の社会教育担当者を対象とした研修会の開

催と後志教育研修センターで講義を行っています。昨年行っ

たアンケートの結果などを基に、今年度は、これまでに２回の

研修会を開催しました。 

７月の研修会では、とちぎ市民協働研究会の廣瀬隆人氏を講師に招

き、コミュニティ・スクールの目的や基礎知識について理解を深め、寿都

町 CS コーディネーターの小学校での授業づくり支援を視察しました。

11月の研修会には、国立教育政策研究所の志々田まなみ氏を講師に招

き、コミュニティ・スクールと社会教育の関わりについて見識を広げ、留

寿都村地域プロジェクトマネージャーから仕事内容の説明を聞き、地域

学校協働活動へのアプローチ方法を学びました。また、スキルアップの

ためのタイトル作りやコミュニケーションの講座を設け、実践力の習得に

努めています。このような取組を通じて、後志社会教育主事会は、地域

における社会教育を担う人材育成に尽力しています。 

《読み聞かせ団体の活動》 空知管内発 

岩見沢市立中央小学校図書ボランティアが文部科学大臣表彰を受賞しました 

「北海道子ども読書応援団」としても活動している岩見沢市立中央小学校の図書ボランティアが、令和 7 年

度の文部科学大臣表彰（優秀実践団体）を受賞しました。長年にわたり子どもたちの読書活動を支え続けてき

た温かい取組が評価されたものです。 

この図書ボランティアは、平成 12年（2000年）の「子ども読書年」をきっかけに、新入生児童の保護者有志

約 20 名によって立ち上げられました。以来 25 年間、毎週の読み聞かせ活動をはじめ、児童が本と出会う時

間を大切にした取組を続けています。 

活動の特色は、学年や児童の興味に合わせて工夫を凝らしている点です。読み聞かせだけでなく、影絵や大

型紙芝居、パネルシアター、アニマシオンなど、様々な表現方法を取り入れ、物語の世界に自然と引き込まれる

ような演出を行い、「本って楽しい！」と思えるきっかけをつくることを大切にしてきました。 

図書ボランティアの皆さんは、「誰もが楽しい

本選び」「読書の幅を広げる本選び」を大切に

し、読書に慣れていない子には本の楽しさを、

本が好きな子には新しい一冊との出会いを届

け、地域の読書文化の発展に寄与しています。 

今回の受賞は、地域・家庭・学校が協力し、子

どもたちに豊かな読書体験を届けてきた取組

が認められた結果です。これからも、子どもた

ちが本と出会うあたたかな時間が続いていく

ことが期待されています。 

＜研究の推進イメージ＞ 

＜7 月の研修会の様子＞ 

＜読み聞かせの様子＞ 


